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The volatile organic compounds VOC emitted from the Wood of SUGI D( ) (Cryptomeria japonica
Don. and the Wood of HINOKI Endl. were measured under various) ( )Chamaecyparis obtusa
conditions . And the influence of heat-treatment and the coating processing was researched. The
results were as follows:
The main VOC constituent from the wood of SUGI were sesquiterpenes and which from the wood of・

HINOKI was -pinene.α

Heat-treatment and the surface coating processing to the test pieces greatly changed the amount of・

the VOC emission.
When the treatment temperature was 35 , the amount of the VOC emission was about 15 times・ ℃

more than that of 10 .℃

volatile organic compound,pineneKey words:

１．はじめに

住宅部材などから放散される揮発性有機化合物

( )が原因とされるシックハウス問題へ対応すVOC
るため，平成 年 月に建築基準法の一部が改正14 7
され，防蟻剤等に用いられるクロルピリホスの使用

が禁止されるとともに，建築部材の居室への使用量

に関して，ホルムアルデヒド放散量により制限が設

けられた．またその中で，トルエンやキシレン等の

その他の も検討課題として取り上げられ，こVOC
れら他の化合物に関しても，今後順次規制が広げら

れる可能性が残された．

その他の の観点からは，無垢の木材が放散VOC
するテルペン類などの天然成分も規制の対象に含ま

れることも考えられるが，一方ではこれらは，適度

な濃度範囲において，人に対してリラックス効果を
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与えるなどの機能も有している．

ここでは，快適な木質系住宅部材開発の一つの取

り組みとして，三重県産のスギ材やヒノキ材等より

放散する 量を，小型チャンバー法等を使用しVOC
て測定するとともに，各種処理や雰囲気温度が放散

量に与える影響を検討した．

２．実験方法

の測定は， に準じて，スギ及VOC JIS-A-1901
びヒノキ材（三重県産）より作成した試験材を，

容小型チャンバー（ ℃， ％ ，換気20L 28 50 RH
量 回 時間）内に静置し，所定時間経過後に0.5 /
チャンバー内の空気を捕集することにより行った．

捕集には 管を用い（流速 分，捕集tenax 100ml/
容積 ，捕集空気中の の定量はガス1000ml VOC）

クロマトグラフ質量分析計( )により行っGC-MS
た．

各処理が放散量に与える影響の検討では，熱処

理（乾燥）及び表面コーティング処理を行った．





（リグノフェノールのメチロール化物）でコーテ

VOC GCィング処理した試験片の の測定結果の

チャートを示した．表面コーティング処理したス

ギ材では，無処理のスギ材に認められた保持時間

が 分付近のピークは認められず， 分付近に43 12
新たなピークが認められ，気中濃度は対比用スギ

1/10 790 g/m 12材の 程度の となった．また，µ 3

分付近のピークは，標品との比較等によりリグノ

フェノール誘導体の溶解に使用したテトラヒドロ

フラン( )と推定され，処理時の溶媒除去方THF
法を改善することにより，当処理材の 量TVOC

THFの一層の低減が可能と考えられた．なお，

を除いた 量は となり、厚生労働TVOC 157 g/mµ 3

省の暫定目標値（ ）を下回る。400 g/mµ 3

ｱﾊﾞﾝﾀﾞﾝｽ

保持時間（分）

図 雰囲気(測定)温度と 発生量4 VOC

図 に雰囲気温度が 発生量に及ぼす影響4 VOC
をスギ材を使用して検討した結果を示した．

，10 28 35 244， ， ℃のそれぞれの気中濃度は，

， ( )で，試験材の置かれる雰囲気1308 3645 g/mµ 3

温度で， の発生量が大きく変動する結果とVOC
なった．

また，同時に行った表面コーティング材での試

験でも，雰囲気温度の変化によりその 気中VOC
濃度は大きく変化したが，その主たるものは，

であり，スギ基材からの の発生量はほTHF VOC
どんど変化しなかった．なお，当測定法では試料

空気採取時の吸引速度やデシケーター容積当たり

の試料表面積（試料負荷率）を小型チャンバー法

と同様としたが，気中濃度の絶対値には差が認め

られ，両方法の相関の検討は今後の課題と考えら

れた．

４．まとめ

・スギ材から発生する揮発性有機化合物は，ほと

んどがセスキテルペン類で，ヒノキ材では総

揮発性有機化合物の ～ ％がα で50 80 -Pinene
あった．

・熱処理や表面コーティング処理により揮発性有

機化合物の発生量が大幅に低下した．

・試験片（スギ材）の置かれる雰囲気温度は揮発

性有機化合物発生量に大きく影響し ℃では35
℃に比較してその量は約 倍となった．10 15
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